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Enterprise Business process Innovating Solution    

 

EBIS 



 

一過性でない継続的に成果を担保する 「俊敏な経営」 の実現へ 

今日の企業は、グローバル化やM&Aによる業務とシステムの統合、基幹システムの刷新、プロダクトライフサイクル

の短期化、IFRSなど制度への対応などにより、常に業務プロセスを見直し、変化させるべき環境に晒されています。 

そしてさらに、それらへの対応のために許される期間はますます短くなる一方です。今や業務プロセスとシステムの

硬直化による対応コストの増大は、競争力に重大な影響を及ぼす経営課題となっており、まさに、単なる業務改善や 

システム更新ではなく、経営戦略や事業環境の変化に俊敏かつ効率的に対応できる業務プロセスとＩＴを備える経営 

基盤を確立することが求められています。 

 

業務プロセスとＩＴを備える経営基盤の構築を支援する 「ＥＢＩＳ」 

EBIS （Enterprise Business process Innovating Solution）は、企業の経営目標に合致した経営基盤を確立 

するために、業務プロセスの視点によってコンサルテーションとＩＴソリューションを融合させ、BPM（ビジネスプロセスマネジ

メント）の仕組みを効率的に企業に導入するソリューションです。 



 

ＥＢＩＳの特長１： 適切なＢＰＭ基盤の選定によるＩＴ実装 

企業のバリューチェーンに含まれる業務プロセスを、BPM基盤（BPM System、Enterprise Service Bus、Master 

Data Management、Business Intelligenceなどの実現手法）を導入することで、全体に最適なＩＴ実装を行います。 

EBISでは、業務の特性に応じてそれらを上手く組み合わせることを重視しています。適切なBPM基盤の選定を行うこ

とで、既存の業務システムを大きく変更することなく、新たな業務プロセスを実現することが可能となります。 

 

ＥＢＩＳの特長２： コンサルティングから運用まで一括サポート 

効率的にIT・EBIS方法論を活用しながらEBISを導入することで、コストを抑えたコンサルティングからIT実装、BPM 

運用の一括サポートが可能です 。 

（１）効率的なプロジェクト展開 

効果測定や結果の「見える化」を行いながら、確実に成果をだす活動をステップバイステップで実行し、無駄のな

いプロジェクト投資を行います。 

（２）ＩＴを最大限に活用 

企業の状況に合わせてBPMを実現するための最適なツールを選定し実装することで、効率的なBPMの仕組み 

を経営基盤として導入し、一過性でない継続的な改善活動の基盤を完成させます。 

（３）ワンストップサポート 

業務コンサルティングからBPM/SOA基盤の実装、業務システムの構築、BPMの運用まで、それぞれの専門家

が、BPMに関連するテンプレートや方法論を駆使してワンストップで支援し、業務改革からBPM基盤実装まで 

情報連携することで無駄のない経営基盤を構築します。 
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